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１ 「農林産物品評会」には 24 品が出品 ２⻑蛇の
列で売り切れとなった「きのこ汁販売」 ３ 盛況だ
った地場産「農林産物・花きの販売」 ４ 多くの家
族連れが楽しんだ「おもしろ釣りぼり」 

 
 秋を満喫 お腹も満足 
 

農林産物品評会の⼊賞者（敬称略）  
区 分 ⽒ 名 地 区  品 ⽬

「与板いきいきフェスティバル」が開催

され、農林産物品評会や特売、きのこ汁の

販売、もちつきなどが行われ、大勢の来場

者で賑わいました。（11 月 9 日） 

 最優秀賞 髙居 ○弥 槙 原 大 根 

優 秀 賞 髙橋 愼次 本与板 ぎんなん 
優 秀 賞 小林あつ子 槙 原 さといも 

 
優 良 賞 丸山美恵子 本与板 白 菜 

 
優 良 賞 眞島 敦子 馬 越 なめこ 

 優 良 賞 小川 悦子 槙 原 大 豆 



与板支所だより 平成 26 年 11 月号 ２ 

                             

 
                 

           

                           

ふるさと創生基金事業実行委員会では、昨年度から

「食」を通じて与板をＰＲするため、与板地域にふさわし

い「ご当地グルメ」の開発に取り組んできました。 

いままで行ってきた試食会でのアンケート調査や投

票結果をもとに実行委員会で協議した結果、「お船ラ

ーメン」を与板地域のご当地グルメとして決定しました。

今後は、提供店の発掘に努め、のぼり旗等を設置

し広くＰＲしたり、イベントでの提供も積極的に行ったり

しながら与板を発信していきます。 

【特徴】 

直江兼続公の妻、お船の方をイメージして開発。  

豆乳を使った美白色のまろやかな、やさしいスープ

に仕上げました。 

地元の豆乳、麺、野菜、塩

を使っています。スープの味を

損なうことなくヘルシーさを意

識してもらうため炒めた旬の野

菜をたくさんのせてあります。 

最優秀賞に原さん(柏崎市) 

与板十五夜まつりフォトコンテストの受賞

者が決まり、表彰式が行われました。今年の

コンテンストには力作 34 点の応募があり、与

板十五夜まつりの魅力が表現された３作品が

見事選ばれました。    （10 月 29 日）

最優秀賞＝「登り屋台」原 正樹（柏崎市） 
優秀賞＝「みんなそろえて」広川信俊（長岡市）

特別賞＝「晴れ舞台」高橋達雄（魚沼市） 
※敬称略 最優秀賞「登り屋台」 

安全を祈念して 

晩秋の澄んだ空気のもと、村のかじやによる

「鉄と火のカーニバル～ふいごまつり～」が金山

神社前（都野神社境内）で開催されました。白装

束の職人たちの儀式に、会場は厳粛な雰囲気に包

まれました。         （11 月 2 日） 

秋晴れに恵まれ 「第 2 回与板町内看板

めぐり」がに実施されました。与板ガイド

会の方々から地名の由来や名所旧跡等の

いわれなどを聞きながら、参加者同士の交

流も図られ、達成感に満ち溢れた看板めぐ

りとなりました。（10 月 19 日） 

「お船ラーメン」に 

決定！ 

ご当地 
メ グル

秋晴れ 
もと の

町内看板めぐり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「詐欺では？」と声掛け 

「オレオレ詐欺」などの被害を水際で防ご

うと、大光銀行与板支店で声掛け訓練が行わ

れました。母親役の女性が詐欺にあい、定期

預金を解約に来店したとの設定で行われ、窓

口担当者が粘り強く相手を説得、駆けつけた

警察官が実の息子に電話をかけさせ、だまさ

れていることに気付かせました。訓練後、与

板警察署員が「声掛けの徹底で被害防止にご

協力を」と呼びかけてました。（10 月 23 日）

 

秋の香り 堀切に届け 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦時中、疎開児童を受け入れた縁で交流して

いた葛飾区の堀切小学校へ柿を届けようと、与

板小学校で「柿狩り」が行われました。柿の木

はかつての疎開児童らの寄付で植えられた記

念樹で、与板と堀切の友好の証しともいえるも

の。子どもたちは、与板から秋の香りを届けよ

うと、オレンジ色に実った柿を一つ一つ丁寧に

もぎ取っていました。（10 月 23 日） 
 

青空に映える紅葉を満喫 

 

 

 
手づくりの文化祭華やかに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県と福島県の県境に位置する浅草岳（標

高 1585.5ｍ）への与板地域登山に、34 名が参

加しました。草原が広がる山頂からの眺望が抜

群で、秋晴れのもと紅葉を眺めながら、心地よ

い汗を流しました。(10 月 12 日) 

 

 

 

今年も地域の文化祭がコミ二ティセンター

(作品展)、体育館(芸能発表)で開催されました。

参加者の想いの詰まった手づくりの催しに来

場者も満足気でした。(11 月 1、2 日) 
 ※文化祭の詳しい内容は、後日発行の「よいた文化協

会たより」をご覧ください。 

３ 与板板支所だより 平成 26 年 11 月号  



                            与板支所だより 平成 26 年 11 月号 ４ 

与板地域の人口（H26.11.1 現在）※（ ）前月比 

世帯数 人口 男 女 

２,223 世帯
（＋2） 

6,730 人
（－10） 

３,309 人 
（－4） 

3,421 人
（－6）

※外国人世帯・人口を含む 

                             

                                                     

                                                

     

        

○
手
続
き
・
制
度
○ 

町
内
会
な
ど
の
除
雪
機
燃
料
費

を
補
助 

冬
期
間
（
12
月
～
3
月
）
に
、
町
内

会
な
ど
の
共
助
組
織
が
利
用
す
る
除
雪

機
の
燃
料
費
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。 

対
象
団
体
＝
町
内
会
、
自
主
防
災
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど 

対
象
事
業
＝
集
会
所
な
ど
の
公
共
的

な
敷
地
、
通
学
路
、
生
活
道
路
、
地

域
の
危
険
箇
所
な
ど
（
個
人
敷
地
は

対
象
外
）
で
、
対
象
団
体
が
除
雪
機

を
利
用
し
て
行
う
除
雪
作
業 

対
象
除
雪
機
＝
対
象
団
体
の
所
有
、

レ
ン
タ
ル
、
リ
ー
ス
（
個
人
所
有
含
む
） 

補
助
金
額
＝
除
雪
機
を
利
用
し
た
除

雪
作
業
1
時
間
当
た
り
５
０
０
円

（
期
間
内
の
限
度
額
30
万
円
） 

申
請
方
法
等
＝
除
雪
作
業
を
行
う
前

に
地
域
振
興
課
へ
必
要
書
類
（
地
域

振
興
課
ま
た
は
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
請
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

を
持
参
ま
た
は
郵
送 

）

【
問
】
地
域
振
興
課
地
域
振
興
・
防

災
係
☎
72
・
３
１
０
１ 

   

受賞おめでとうございます 

昭
和
44
年
、
旧
与
板
町
消
防
団
に
入

団
、
平
成
19
年
か
ら
団
長
、
20
年
か
ら

は
、
長
岡
市
消
防
団
副
団
長
（与
板
方
面

隊
長
）
と
し
て
、
与
板
地
域
の
消
防
活

動
、
水
防
活
動
の
陣
頭
指
揮
を
と
り
、
市

民
生
活
の
安
定
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
。 

社会教育功労で県社会教育 

委員連絡協議会表彰  

木口伸子さん 

(水道町) 平
成
18
年
か
ら
長
岡
市
社
会
教
育
委

員
兼
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
を
９
年

間
務
め
る
な
ど
、
社
会
教
育
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

スポーツ功労により市教育

委員会表彰 

大平恵子さん 

（本与板） 
平
成
３
年
に
与
板
町
体
育
指
導
委
員

に
任
命
さ
れ
、
以
来
23
年
に
わ
た
り
地
域

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
社
会
教
育
行
政
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
15
年
に
与
板
町
体
育
指
導
委
員
に

任
命
さ
れ
、
以
来
11
年
に
わ
た
り
地
域
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
社
会
教
育
行
政
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

スポーツ功労により市教育

委員会表彰 

近藤加代子さん 

（三島地域） 

児童福祉功労により県社会福祉 

協議会会長表彰 

小原廣市さん(水道町) 

 
平
成
5
年
か
ら
社
会
福
祉
法
人
「
光
寿

福
祉
会
」
（
与
板
保
育
園
）
の
理
事
に
就
任

し
、
乳
幼
児
の
保
育
、
福
祉
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。 

平
成
26
年
秋
の
叙
勲 

消
防
功
労
に
よ
り
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章

 
  

 
 

曽
根
仁
志
さ
ん
（
稲
荷
町
） 



■ 1１月の納期限は1２月 1 日（月） 

下水道事業受益者負担金３期 ・ 国民健康保険料５期

後期高齢者医療保険料８期 ・ 介護保険料８期 

申
請
期
間
＝
平
成
27
年

1
月
19
日
（
月
）
～
30

日
（
金
） 

た
ち
ば
な
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校

1
年
生
か
ら
3
年
生
の
児
童
を
対

象
に
開
設
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
27

年
度
か
ら
は
対
象
を
6
年
生
ま
で
拡

大
し
ま
す
。 

平
成
27
年
度 

た
ち
ば
な
児
童

ク
ラ
ブ
の
入
会
に
つ
い
て 

対
象
＝
放
課
後
帰
宅
し
て
も
保
護
者

等
（
祖
父
母
等
を
含
む
）
が
就
労
な

ど
に
よ
り
不
在
の
小
学
生 

定
員
＝
お
お
む
ね
60
人 

入
会
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請

書
等
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
た
ち
ば
な
児
童
ク
ラ
ブ
（
与
板

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た

は
地
域
振
興
課
に
設
置
し
て
あ
る
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

○
く
ら
し
○ 

【
問
】
地
域
振
興
課 

な
お
、
申
し
込
み
が
定
員
を
上
回

る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
低
学
年
を

優
先
し
、
児
童
・
家
庭
の
状
況
に
よ

り
、
入
会
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。 

☎
72
・
３
１
０
２ 

教
育
支
援
係 

 

平
成
26
年
度
特
定
健
診
は 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
金
の
対
象
に
な

る
方
で
、
ま
だ
申
請
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

国
保
・
後
期
高
齢
者
保
険
の
方
の

長
岡
市
集
団
健
診
は
終
了
し
ま
し
た

が
、
医
療
機

関
で
の
個

別
健
診
は
、

12
月

31
日

ま
で
受
診
可

能
で
す
。 

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
期
限
は

12
月
24
日
（
水
）
で
す
。
期
限
を
過

ぎ
る
と
給
付
金
が
受
け
取
れ
な
く
な

り
ま
す
。 

２
つ
の
給
付
金
の
申
請
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？ 

○
健 

康
○ 

○
手
続
き
・
制
度
○ 

【
申
・
問
】
臨
時
福
祉
給
付
金
は

福
祉
総
務
課
臨
時
福
祉
給
付
金
班

☎
39
・
２
９
９
２
へ
。
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
は
子
ど
も
家
庭
課

☎
39
・
２
３
０
０
へ
。 

お
済
み
で
す
か
？ 

う
ま
み
ち
森
林
公
園
を 

「
無
料
法
律
相
談
会
」
の 

会
場
＝
各
医
療
機
関 

休
園
期
間
＝
平
成
26
年
11
月
21
日

か
ら
平
成
27
年
3
月
末
ま
で 

持
ち
物
＝
保
険
証
、
個
人
記
録
票
兼

受
診
券
、
健
康
手
帳
、
健
診
料
金 

※
そ
の
他
の
保
険
に
加
入
の
方
は
、

持
ち
物
等
ご
確
認
い
た
だ
き
、
受
診

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

う
ま
み
ち
森
林
公
園
は
冬
季
間
休

園
し
ま
す
。
今
年
度
の
ご
利
用
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
の
上
、

個
別
健
診
を
受
診
く
だ
さ
い
。 

○
く
ら
し
○ 

○
く
ら
し
○ 

【
問
】
産
業
建
設
課
商
工
観
光
係 

☎
72
・
３
２
０
１ 

【
申
・
問
】
市
民
生
活
課
保
健
係 

来
年
度
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

☎
72
・
３
１
９
０ 

休
園
し
ま
す 

お
知
ら
せ 

商
工
会
で
は
弁
護
士
に
よ
る
個
別

の
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。（
※

秘
密
厳
守
） 

 

「
賃
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
」

等
の
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
事
に
つ
い
て
、
労
働
相
談
所
職
員

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
予
約
不
要
で
す
。 

 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

相
談
は
予

約
制
で
す
。

お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

「
出
張
労
働
相
談
会
」
を 

会
場
＝
み
し
ま
会
館
1
階 

農
業

情
報
室
（
長
岡
市
上
岩
井
１
２
６
０

番
地
1
） 

会
場
＝
与
板
町
商
工
会 

【
問
】
新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所 

☎
37
・
６
１
１
０
（
労
働
相
談
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
） 

【
問
】
与
板
町
商
工
会 

日
時
＝
平
成
26
年
11
月
28
日
（
金
） 

日
時
＝
平
成
26
年
12
月
8
日
（
月
） 

時
間
＝
正
午
か
ら
午
後
4
時 

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら
12
時 

○
く
ら
し
○ 

開
催
し
ま
す 

☎
72
・
２
３
０
３ 

５ 与板支所だより 平成 26 年 11 月号 



 

 
 

1 月 土砂災害Ｄメールテストメール発信 ウィルながおか出前相談（要予約 与
板保健センター） 16 火 

2 火 第1回ふるさと料理講習会（コミセン）
誕生会（幼稚園） 

特設支援センター（赤ちゃん体操） 3 水 17 水 １歳６か月児健診（三島保健センター）

4 木  小学校創作劇発表会 
18 木 

5 金 
地域ボランティア育成講座⑥（コミセン）
離乳食相談・試食会（支援センター）

おやじウォーク同窓会（コミセン） 

地域ボランティア育成講座⑦(コミセン) 

6 土 
発表会（幼稚園） 
まちの駅よいた感謝祭（今年最後の営
業日） 

19 金 ほのぼのカフェ（コミセン） 
ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 

20 土  

7 日 お父さんを楽しもう講座③（コミセン） 21 日 Ｘｍａｓキャンドルナイト(コミセン) 

8 月  22 月  

9 火 ぴょんぴょんくらぶ（幼稚園） 天皇誕生日 
23 火 

大門松づくり講座（コミセン） 
施設利用調整会（体育館） 

10 水 行政相談（支所男子厚生室） 
米百俵号巡回（小学校） 

水 24 終業式（幼稚園） 

25 木 冬季休業（小学校・中学校） 
地域対抗スポーツ大会年間表彰・反省会

11 木 キャンドル教室③（コミセン） 
健康相談（子育て支援センター） 

26 金 仕事納め 

 27 土 

12 金  

13 土 育児講座「そば打ち体験教室」（保育園）

14 日 年末大清掃（体育館・コミセン他） 

15 月 米百俵号巡回（幼稚園） 

28 日  

29 月  

30 火  

31 水  

 材 料  （６人前） 

大根：10ｃｍくらい きゅうり：2本 なめた
けのびん詰め（120ｇ）：1びん 
青じそドレッシング：適量 

 作り方  

①皮をむいた大根とき 
ゅうりを千切りにする。 
大根は塩でもむ。 
②①になめたけを加え 
て混ぜ、味をみながら 
青じそドレッシングを 
かけてできあがり！ 

 お勧めポイント  

火を使わないで作れ 
ます。 

               か ん た ん 緑 の お か ず レ シ ピ ③               

レシピ提供：吉村明花⾥さん（柳之町）

元気を作ろう良
よ
い食

た
 

 ～早寝・早起き・ 

おいしい朝ごはん運動～ 

レシピ提供：千村ユミ⼦さん（安永） 

 材 料  （分量はお好みで） 

じゃこ 大根 人参 きゅうり 酢 しょうゆ 

 作り方  

①大根・人参・きゅうりを千切りにし、軽く塩
をふってまぜておく ②水気が出てきたら、し
ぼって盛り付ける ③じゃこを熱した油でさっ
と揚げ、あみしゃくしですくって、野菜の上に
かける④お好みで、酢・しょうゆをかけて、混
ぜて食べる。ポン酢しょうゆでもいい☆ 

 お勧めポイント  

 じゃこが入って、さっぱりサラダが栄養強化
されます 
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